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日  時 テ ー マ・場 所・講 師 対象・定員 受付開始 

11月25日(土)～ 

12月 24日(日) 

自然素材のクリスマス飾り 

ちっちゃな展示会 
くずはの家廊下 

ギャラリーにて展示 

ご自由に 

ご覧下さい 

1月 6日(土) 

9:00～12:00 

「水辺の野鳥観察」 
～小田原城址公園から御幸の浜周辺～ 

くずはの広場指導員・えのきの会野鳥分科会 

小学生以上２０名 

(小学生は保護者同伴) 

保険代50円 

12月 15日 
 

1月 27日(土) 

9:30～11:30 

「まゆ玉と竹でつくる 

       小さなおひなさま」 
えのきの会遊び分科会・くずはの広場指導員 

小学生以上 

２０名 
1月 4日 

 

 

 

 

１１月の活動 

定例会：1回目は、進入路と散策路の落ち葉掃き

を行いました。肌寒くなり、一昨年植菌したほ

だ木からシイタケが出てきました。梅林とはん

のき林とくすのき広場で６ｋｇ以上収獲しまし

た。 

2回目は、進入路とどんぐり山の落ち葉掃き、ク

リスマスリース用のヒムロスギの準備、昆虫の

月例観察会用の薪の切断を行いました。 

花壇の会：花壇の草取りと解説板の入れ替えを

行いました。 

とんぼのせせらぎ：今月はお休みしました。 

 ☆これからの活動 

定例会：12/21(木)、1/18(木) 

 ※1/7(日)はお休みです。 

花壇の会：1/11(木)※変更になっています 

とんぼのせせらぎ：1/25(木) 

 

                                   

２０２３．１２．１０                                   

発行 くずはの家                                 

               〒257-0031秦野市曽屋1137 

℡＆FAX 0463(84)7874  

２０２３年 

１２月号 

葛葉川ふるさと峡谷だより 

くくずずははのの家家  行行事事案案内内  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

昼の行事：小学２年生以下は保護者同伴、夜の行事は小学生以下は保護者同伴  

 

この活動は一般財団法人セブン -

イレブン記念財団の助成を受け

て実施しています。 

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail：kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp 

 

１２月の休館日  

４日、１１日、１８日、２５日、２９～３１日 

１月の休館日  

１～３日、９日、１０日、１５日、２２日、２９日 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/  
秦野市のHPの公共施設案内にくずはの家HPがあります！ 

参加者の声 

文：くずはの広場所長 高橋孝洋 

ついこの間まで暑い暑いと言っていたのに、11月下

旬には秋を通り越していきなり寒くなりました。 

いよいよ、くずはの家の冬のお楽しみ、薪ストーブ

の季節がやってきました。 

一昨年、昨年と猛威を振るったナラ枯れ(ブナ科樹木

萎凋(いちょう)病)で、枯れてしまったために伐採した

コナラやクヌギを、ボランティアの皆さんのご協力で

薪に加工したものが、一冬分以上ストックできました。

この薪をくずはの家の外壁際と薪小屋に積んで乾燥さ

せてあるのですが、ここが成虫越冬するカメムシにと

っては絶好の冬越し場所となっているようで、積んだ

薪の隙間でたくさんのカメムシが動かずにじっとして

います。 

カメムシは種類によって、卵で越冬するもの、幼虫

で越冬するもの、成虫で越冬するものがいます。広場

にもたくさんいるクヌギカメムシ類は、樹皮の間や樹

木名板の下などにゼリーに覆われた卵を産み、そこで

卵で越冬します。外来種のヨコヅナサシガメなどは、

桜の木の雨が当たらない場所で幼虫の集団で越冬しま

す。 

さて、薪の間のカメムシですが、一昨年まではクサ

ギカメムシという体長15ｍｍほど(1円玉に描かれた木

程度)の黒褐色のカメムシばかりでした。ところが今年

は、体長 20ｍｍを超える(1 円玉からあふれる)巨大な

カメムシが、クサギカメムシに混じって越冬するよう

になりました。このカメムシは「キマダラカメムシ」

と言います。黒褐色の体色に小さな黄色い点を散らし

ていて、全体の印象はクサギカメムシに似ていますが、

なんと言ってもその大きさが、まるで違います。一目

見て「でっかいなぁ！！」と思う大きさをしています。 

台湾から東南アジアを原産とする外来昆虫ですが、

キマダラカメムシが新種として記載されたのは1783年

のことで、1770年代に長崎県の出島で採集されたもの

を元標本(タイプ標本)としてだそうで、その頃、出島

では極めて普通に見られるカメムシだったそうです。

ところがその後 150 年間再発見されることがなく、再

び確認されたのは 1934年頃、長崎市を中心とした県内

各地で採集されるようになったそうです。その後しば

らくは、長崎、九州地方だけで見られるカメムシでし

たが、2000年頃から分布が徐々に東に拡大し、現在で

ってもその大きさが、まるで違います。一目見て「で

っかいなぁ！！」と思う大きさをしています。 

台湾から東南アジアを原産とする外来昆虫ですが、

キマダラカメムシが新種として記載されたのは1783年

のことで、1770年代に長崎県の出島で採集されたもの

を元標本(タイプ標本)としてだそうで、その頃、出島

では極めて普通に見られるカメムシだったそうです。

ところがその後 150 年間再発見されることがなく、再

び確認されたのは 1934年頃、長崎市を中心とした県内

各地で採集されるようになったそうです。その後しば

らくは、長崎、九州地方だけで見られるカメムシでし

たが、2000年頃から分布が徐々に東に拡大し、現在で

は関東より北の地域でも見つかるようになりました。

温暖化の影響がこんなところにも現れているのでしょ

うか？ 

食草はサクラ、カキノキ、フジ、ニセアカシア、ク

ワ、エノキ、ウメが確認されていて、カキに関しては

渋柿からも盛んに吸汁するそうです。競合する他のカ

メムシや生態系、農作物への具体的影響はまだ定かで

ないと言われていますが、いずれにせよ植物から吸汁

する植食性のカメムシであれば、農作物に対して何ら

かの影響があるものと考えられます。今後生き物の世

界はどう変わっていくのでしょう。 
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11/23(木)自然素材のクリスマスリースづくり （39人）  11/25(土)冬越しの虫をさがそう！～朽ち木を割ってみよう （27人） 

・色々な木を割ったり、虫を見られたり
できてすごく楽しかったです。虫を木に戻すところも、
虫が元気に育ってくれるところも楽しみです。 
・ずっと秦野に住み、働いてきましたが、このような
パークがあるとは驚きです。子供が「ここから別世界
なんだよ！」と声をあげていてまさにその通りでした。 
 

参加者の声 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

キマダラカメムシ（左はクサギカメムシ） 

 

「自然素材のクリスマス飾り ちっちゃな展示会」開催中！ 

ボランティアの皆さんや職員が作ったクリスマス飾りを展示

しています。ミニリースキットを１００円でお分けしていま

す(先着１００個・ご来場の方１人１点)。１２月2４日まで。 

・色々な植物の話も聞きながら楽しく作
らせていただきました。綿やとうがらしもいただいた
ので来年は植えて自分が作ったもので作成したいと思
います。ありがとうございました。 
・とても素敵なリースができました。ご準備すごいで
す！あっという間の時間でした。楽しかったです。 
 



 

  

  

 

   

  

   

  

  

 

   

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

   

  

  

 

 

 

 

ヤマトシジミ 

ムラサキシジミ 

ウラナミシジミ 

ウラギンシジミ 

ムシャクロツバメシジミ 

ミノウスバ 

リンゴドクガ（幼虫） 

凡 例 

△ つぼみ 

▲ 咲き始め 

○ 開花 

◎ 満開 

● 咲き終わり 

◇ 実 

◆ 熟した実 

◆ヒヨドリバナ 

① 

① ～⑬には観察板があります。 

回ってみましょう！ 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

△コブシ 

△◆ヒノキ 

△アブラチャン 

△◆ヒサカキ 

川原 ◇ツルヨシ     ○タネツケバナ 
   ◆ダンドボロギク  ○ヒメツルソバ 

◆アカシデ 

◆ムサシアブミ 

●ワレモコウ 

キンエノコロ◆ 

◆クマシデ 

ミツバウツギ◆ 

コウヤマキ◆ 

◆イヌシデ 

◆ヌスビトハギ 

△◆スギ 

◆ヘクソカズラ 

◆ムクロジ 

ウルシ◆ 

ハンカチノキ◆ 

◆アカマツ 

ササガヤ◆ 

◆タイサンボク 

◆ミズヒキ 

△◆サワラ 

○カタバミ 

△キブシ 

ヤブニッケイ◇ 

ノコンギク● 

◇アオキ 

◇ネコハギ 

◆サルトリイバラ 

◆ムラサキシキブ 

◆オトコエシ 

◆ヤマハゼ 

ユズリハ◆ 

アオイスミレ△ 

 

◆リョウブ 

◆ミツデカエデ 

タイアザミ● 

◇コアカソ 

 

◆イヌガヤ 

キリ△◆ くずはの広場トピックス 
ランの戦略…11月上旬 

緑地で初認のアキザキヤツシロ

ランが実をつけ始めたら、あれよ

あれよと伸び始め３５㎝もの長さ

になりました。粉のようなたねを

風に乗せ遠くへ飛ばす戦略です。 

ヒメクダマキモドキ…11月 26日 

暖かい海岸林などに多く見られ

る昆虫で、今まで葛葉峡谷ではあ

まり見なかった昆虫です。近年の

暑さで分布を拡大したようで、今

年は何回も見つけられています。 

空き巣発見…11月 27日 

梅林でそれはそれは大きなキイ

ロスズメバチの巣が発見されまし

た。すでに空き屋ですが、人知れ

ずここでたくさんの命が育まれて

いたとは…びっくりです。 

 

キチジョウソウ◎◆ 

ツノハシバミ△ 

シオデ◆ 

◆シロザ 

◆サンショウ 

◆オミナエシ 

ヒナタイノコヅチ◆ 

キツネノマゴ◆ 

ボダイジュ◆ 

◆オオモミジ 

◆カキノキ 

ユズ◆ 

アカショウマ◆ 

◆ヤマハギ 
◆マルバウツギ 

◆トウネズミモチ 

ガマズミ◆ 

アセビ△ 

○リュウノウギク 

○シロダモ 

タニウツギ◆ 

ツルウメモドキ◆ 

アカオニタビラコ○ 
 

◆エンコウカエデ 

アオミズ◆ 

ムクノキ◆ 

◆ヤブコウジ 

トキワハゼ○ 

ヤブマオ◆ 

キハギ◇ 

◇キッコウハグマ 

◆イヌツゲ 

ノイバラ◆ 

◆ハシカグサ 
 

オオオナモミ◆ 
 

◆ナンテン 
 

ウツギ◇ 
 

◆アオツヅラフジ 

◇サラサウツギ 

ジャノヒゲ◆ 

◆サジガンクビソウ 

◆サンザシ 

◆サカキ 

ハリエンジュ◆ 
 

◇ハラン 

◆マンリョウ 
◆ウラゲエンコウカエデ 

ワルナスビ◆ 

◆エビヅル 

◆トダシバ 

ヤマユリ◆ 

◆アオギリ 

メマツヨイグサ◆ 

◆ススキ 

◆ヤブミョウガ 

◆ウバユリ 

◆チカラシバ 

◆ミカエリソウ 

コメナモミ● 

○ハコベ 

◆ケンポナシ 

◆ネムノキ 

◆チチコグサモドキ 

カラスザンショウ◆ 

◆ヒオウギ 

◆カリガネソウ 

モクゲンジ◆ 

◆ソクズ 

◆カナムグラ 

◇ネズミモチ
◇ 

フジバカマ◆ 

ツルニンジン◇ 

ハンノキ△◆ 

◆ナンバンギセル 

カラスウリ◆ 

◆アマチャヅル 

◇キンミズヒキ 
◆フジ 

トウカエデ◆ 

サラシナショウマ◇ 

◇イヌトウバナ 

シナマンサク△ 

○タイワンホトトギス 

ダンコウバイ△ 

◆トキワサンザシ 

ホウチャクソウ◆ 

◎シロヨメナ 

ヤマノイモ◆ 

◆ハンショウヅル ○ウリクサ 

◆サネカズラ 

ノガリヤス◆ 

◆ヤブラン 

◇キヅタ 

○ヒメジョオン 

◆ナツハゼ 

◆ケヤキ 

◆カマツカ 

◆エノキ 

◆ヒメキンミズヒキ 

タマアジサイ◇ 

◆クマノミズキ 

イヌコウジュ◆ 
◆ナガバジャノヒゲ 

◇コクサギ 

●アキノキリンソウ 

◆センリョウ 
◎ビワ 

コヤブタバコ◆ 

◆センニンソウ 

◇テイカカズラ 

オオバコ◆ 

イロハモミジ◆ 

タケニグサ◆ 

ヨウシュヤマゴボウ◆ 

イヌガラシ◆ 

シュロソウ◆ 

ハコネウツギ◇ 

ソシンロウバイ△ 

△ヤドリギ 

 

◆オニマタタビ 

◆アラカシ 

◆ミズ 

◆センダン 

アキノエノコログサ◆ 

オオバウマノスズクサ◆ 

コウヤボウキ◆ 

●シラヤマギク 

シロヤマブキ◆ 

◆ツルマサキ 

◆ナンキンハゼ 

ホドイモ◆ 

◆マツカゼソウ 

△フッキソウ 

◆トキリマメ 

◆キバナアキギリ 

◆モミジガサ 

◆ノブドウ 

ツルマメ◆ 
◆オニドコロ 

△◆ヤブツバキ 

◆ハナユズ 

◆クサコアカソ 

ヤマトリカブト◇ 

ジュズダマ◆ 

オオバノヤエムグラ◆ 

◆クサギ 

イヌショウマ◇ 

アゲラタム● 

●ナワシログミ 

◆カワラケツメイ 

◆ヒヨドリジョウゴ 

◇ヤブタバコ 

◆ラッキョウ 

ヤマミズ◆ 
 

ヨツバヒヨドリ◆ 
 

◇ミゾソバ 
 

ハリギリ◇ 
 

ケチヂミザサ◆ 
 

ノダケ◇ 
 ヤマハッカ◇ 

 

◆オギ 
 

◇クワクサ 
 

ヒカゲイノコヅチ◆ 
 

ハナタデ◆ 
 

◆イヌタデ 
 

ハキダメギク○ 
 

◇オオニシキソウ 
 

◆ヨモギ 
 

○コセンダングサ 
 

アカネ◆ 
 

クスノキ◇ 
 

◆シモバシラ 
 

フユイチゴ◆ 
 

スズメウリ◆ 
 

スイセン△ 

◇セキヤノアキチョウジ 
 

◆ネズミノオ 
 

◇ホトトギス 
 

●セイタカアワダチソウ 
 

◆ツリフネソウ 
 

△モクレイシ 

クコ○ 

ゲンノショウコ◇ 

サザンカ○ 

●オケラ 

シロミノマンリョウ◇ 

コチヂミザサ◇ 

◆ヤブマメ 

クズ◆ 

△ミツマタ 

◎ヤツデ 

その他の仲間 
イトトンボの仲間 

オオカマキリ 

ムネアカハラビロカマキリ 

マダラガガンボの仲間 

ウコギトガリキジラミ（幼虫） 

（虫こぶ名：ウコギハグキツトフシ） 

 

カブトムシの仲間 

ナミテントウ 

ナガニジゴミムシダマシの仲間 

カブトムシ（幼虫） 

クワガタムシの仲間（幼虫） 

タマムシの仲間（幼虫） 

コバネハサミムシ 

バッタ・キリギリス・ 

コオロギの仲間 
コバネイナゴ 

サトクダマキモドキ 

ヒメクダマキモドキ 

オナガササキリ 

カメムシの仲間 
エサキモンキツノカメムシ 

クサギカメムシ 

ホオズキカメムシ 

ツヤアオカメムシ 

キマダラカメムシ 

サビヒョウタンナガカメムシ 

ムラサキシラホシカメムシ 

セスジナガカメムシ 

チョウ・ガの仲間 
ナガサキアゲハ 

アサギマダラ 

クロコノマチョウ 

キタテハ 

アカタテハ 

コミスジ 

キタキチョウ 

ツマグロヒョウモン 

ヒメウラナミジャノメ 

ヤマトシジミ 

ムラサキシジミ 

ムラサキシラホシカメムシ 

セスジナガカメムシ 

オオヨコバイ 

ツマグロオオヨコバイ 

アオバハゴロモ 

アザミオオヒゲナガアブラムシ 

ハチ・アブ・ハエの仲間 
クロオオアリ 

クロヤマアリ 

クロクサアリ 

ウメマツアリ 

ホソヒラタアブ 

ミスジミバエ 

ヨモギシロケフシタマバエ（幼虫） 

(虫こぶ名：ヨモギハシロケタマフシ) 

１１月の昆虫 

２３、カワラヒワ 

２４、シメ 

２５、イカル 

２６、アオジ 

２７、コジュケイ 

２８、ガビチョウ 

 

１１月の野鳥 

（１０月３１日～１１月２７日調べ） 

１、キジバト 

２、アオサギ 

３、トビ 

４、ノスリ 

５、カワセミ 

６、コゲラ 

７、アオゲラ 

８、リュウキュウサンショウクイ 

９、モズ 

１０、ハシボソガラス 

１１、ハシブトガラス 

１２、ヤマガラ 

１３、シジュウカラ 

１４、ヒヨドリ 

１５、ウグイス 

１６、エナガ 

１７、メジロ 

１８、シロハラ 

１９、ツグミ 

２０、ジョウビタキ 

２１、キセキレイ 

２２、セグロセキレイ 

２３、カワラヒワ 

２４、シメ 

シメ 
キイロスズメバチの巣 
 写真：港屋啓三氏 


